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1 はじめに

車のドライバーは，カーナビなどの運転支援システ

ムを通して，離れた場所の道路情報を得ることで効率

的な運転が可能となる．しかしながら従来のシステム

では，ある場所の現在の様子を情報としてドライバー

へ提供することは固定インフラ無しには難しい．この

ような情報の提供を実現するため，筆者らは車々間通

信を用い，ドライバーが興味のある道路上の任意の場

所の画像を提供するシステムの開発を行っている．

既に提案されている車々間通信を用いた道路情報共

有システムでは，道路上の情報を各車両が収集し，周

辺車両へ自動的に配信する PUSH型通信を用い情報共

有を行っている [1]．PUSH型通信では，各車両は他車

両への情報要求を必要としない情報取得が可能となる．

しかしながら，データ送信は一方的であるため，送信

者は他車両が必要としている情報を選択して送ること

はできない．これに対し，情報に対する問い合わせ要

求メッセージに応じて応答メッセージとしてデータ送

信し情報を共有する PULL型通信では，個々の要求へ

の各応答がネットワークを圧迫したり，メッセージ伝送

に要する時間によって情報の価値を損なう問題がある．

本論文では複数の車両が発信する位置を指定した要

求を，中継車の車両が集約し要求の分布図: Demand

mapを作り，これに基づき各車両が撮影した画像を配

信するDemand mapベースデータ配信手法を提案する．

2 Demand mapベースデータ配信手法
2.1 前提条件

各車両は走行中，定期的に位置に関連付けられたデー

タである位置依存情報（カメラ画像）を収集し，デー

タベースへ保存するものとする．更に他車両から受信

したデータについてもデータベースへ保存する．また，

ある位置依存情報を要求する車両は，定期的に発信す

るビーコンに位置を指定した要求メッセージを乗せて

発信する．ビーコンを受け取った各車両は，自身なら

びに他車両の要求をマージし新たな要求メッセージを

生成し，更にビーコンで発信する．
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図 1: Demand mapベースデータ配信手法

2.2 Demand mapとその配信手法

Demand map（以下 Dmap）は，位置に関連付けら

れたデータ（位置依存情報）への需要を，要求元の位置

と関連付けて示す要求の分布図である．Dmapに基づ

いた位置指定要求と位置依存情報の送受信の例を，図

1に示す．

1. お互いに近い距離に位置する 2台の車両のドライ

バーが，ある地点Aを指定して位置依存情報の要

求を行う．各車両は生成された要求を自身の持つ

Dmapへ反映させる．図 1においては，簡単のため

車両の位置と要求先位置を 1次元で表現している．

(車両の位置,要求先位置,需要の大きさ)=(x, y,D)

とした時，地点 xから地点 y へ大きさ D の需要

が発生していることを表現する．それぞれの車両

は車両の位置を自車両の現在位置，要求先を地点

Aとし需要を増加させる．
2. Dmapを更新した各車両は，定期的に発信するビー

コンで自身の Dmapをブロードキャストする．
3. Dmapを受信した車両は，自身のDmapとマージ

させることで，Dmapを更新する．図 1では，近

い車両位置から同じ地点Aに対する需要を表現す

る 2つの Dmapがマージされている．その結果，

地点 Aが受ける需要の大きさは増加する．
4. 3で更新された Dmapを受信した車両のうち，地

点Aに関するデータ（カメラ撮影画像など）を保

存している車両は要求元位置へ向けてそのデータ

を送信する．
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図 2: 要求先から要求元へのデータ配信経路

2.3 データの有用性の評価

各車両はDmapに基いて，需要が大きいとされる位

置依存情報を送信する．位置依存情報を取得した車両

は，そのデータの有用性を評価し，これに基づきデー

タの転送と破棄を行う．有用性の評価指標として以下

のものが考えられる．

• 需要: Dmapに示された需要
• 新しさ
• 車両の位置
• 希少性: 周辺車両が持っていない位置依存情報

位置依存情報の希少性を評価するため，車両は自身

が持っている位置依存情報に関するメタデータをビー

コンに乗せて発信する．情報がカメラ画像である場合，

メタデータには画像の撮影位置と撮影時間が含まれる．

メタデータを受信した車両は，自身がそのメタデータ

が示す情報を保存あるいは配信しなくとも，メタデー

タを発信した車両が代わりに需要を満たすことができ

るとみなし，メタデータが示す情報に対する需要を減

少させることで有用性を減少させる．

以上の動作のため，各車両の発信するビーコンは，1)

車両 ID，2) 車両位置座標，3) Dmap，4) 位置依存情

報のメタデータ，5) タイムスタンプを含む．

位置依存情報の有用性の評価にあたって，その情報

に対する需要と位置依存情報生成からの経過時間を用

いる．加えて，情報を要求元まで送信する経路と自車

両の位置との関係を考慮する．図 2は，要求されてい

る情報の生成位置Xから要求元への情報配信経路の例

を示している．車両の位置が，要求先の情報を要求元

へ向けて転送できる経路上にあれば，その車両は需要

を満たすことが可能であると考えられる．これを踏ま

え，図 2において経路上の 1の位置にいる車両は，経

路より離れた 2に位置する車両が評価する場合に比べ

て，位置Xに関する情報に対してより高い有用性があ

ると評価する．

2.4 要求とデータの転送

提案手法のアーキテクチャを図 3に示す．ドライバー

は，システムに対して User Agent(UA)を通してデー

タの要求を行う．UAはドライバーとシステムとの間

で，ドライバーの要求を需要へと処理し，またデータ

をドライバーへ提示する．Data forwarderとDamand

forwarderが行う処理について次に述べる．

図 3: 提案手法のアーキテクチャ

Dmapに関する処理

Demand forwarderはUAから要求を受け取ると，自

身のDmapへ反映する．また他車両からDmapを受信

すると，自身のDmapとマージさせることでDmapの

更新を行う．更に，定期的に発信するビーコンで自身

のDmapを発信する．また要求元での要求発生からの

時間経過に伴って需要を減少させる．即ち要求者が継

続的に同じ位置に関する情報を要求し続けていけばシ

ステム上の需要は高く維持されるが，要求の発生が途

切れると需要は減少する．

位置依存情報に関する処理

Demand forwarderは，周辺の端末密度に応じて適切

な頻度で，位置依存情報を選択して周辺車両にブロー

ドキャストする．この時より大きな需要を持つデータ

を高い確率で選択する．また，データの送信後，その

データに関する有用性を一時的に減少させる．これは

同じ場所に関するデータが連続して送信され続けない

ようにするためである．

また Demand forwarderは，自身の持つデータの生

成地点と生成時間からなるメタデータをビーコンに乗

せて発信する．また，自身あるいは他車両から取得し

たデータの有用性を評価し，その値が設定された閾値

を超えた場合にそのデータを保存する．データベース

に空きがない場合には，保存済のデータのうち最も有

用性の低いデータを破棄した後に保存する．

3 まとめ

本論文では，VANETにおいて各車両が生成する位

置指定要求について，要求を集約し，要求分布図を示

すDemand mapを生成することで，全体に対して適切

な位置依存情報を動的に配信することを実現する手法

Demand mapベースデータ配信手法を提案した．今後

は，より適切なDmap集約手法と，具体的なデータ配

信方法について検討を行い，シミュレーションによっ

て本手法の効果を確認する予定である．
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